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2P12月定例会で
決めたこと

・・・10P

・・・・・・９P視察研修「上北道路」3月開通

一般
質問 ・・・４P

・・

１月６日、六戸町消防団員約
160人が、防災への誓いを新
たに出初め式を行いました。
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町民福祉課町民福祉課再編！再編！

 「町民課」・「福祉課」 「町民課」・「福祉課」となるとなる
　

第
６
回
12
月
定
例
会
は
、

12
月
７
日
か
ら
11
日
ま
で

の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

六
戸
町
課
設
置
条
例
の

改
正
を
初
め
、
各
会
計
補

正
予
算
な
ど
議
案
16
件

（
議
員
提
出
議
案
２
件
含

む
）
を
審
議
し
、
す
べ
て

全
会
一
致
で
原
案
の
と
お

り
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
に
は
、

５
名
の
議
員
が
登
壇
し
、

理
事
者
側
の
所
信
を
た
だ

し
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

12
月
定
例
会
で
決
め
た
こ
と

　

主
な
審
議
内
容

◇
六
戸
町
課
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正

　

―　

改
正
内
容　

―

福
祉
行
政
事
務
の
多
様
化
と
事

務
量
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、

町
民
福
祉
課
を
再
編
し
、
新
た

に
町
民
課
と
福
祉
課
を
設
置
。

◇
六
戸
町
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療

費
給
付
条
例
の
一
部
を
改
正

　

―　

改
正
内
容　

―

国
保
及
び
社
会
保
険
の
児
童
に

つ
い
て
、
医
療
機
関
で
の
窓
口

負
担
の
い
ら
な
い
＊
現
物
給
付

が
で
き
る
よ
う
に
改
正
。

◇
六
戸
町
乳
幼
児
医
療
費
給
付
条

例
の
一
部
を
改
正

　

―　

改
正
内
容　

―

現
物
給
付
は
、
国
保
加
入
の
０

歳
児
に
限
ら
れ
て
い
た
が
、
町

独
自
の
事
業
と
し
て
、
社
会
保

険
加
入
者
も
含
め
た
４
歳
未
満

す
べ
て
の
乳
幼
児
に
適
用
す
る

た
め
改
正
。

◇
六
戸
町
重
度
心
身
障
害
者
医
療

費
助
成
条
例
の
一
部
を
改
正

　

―　

改
正
内
容　

―

医
療
機
関
で
の
窓
口
負
担
の
い

ら
な
い
現
物
給
付
が
で
き
る
よ

う
改
正
。

◇　

意
見
書
提
出

　

地
球
温
暖
化
対
策
に
対
す
る

「
地
方
財
源
を
確
保
・
充
実
す
る

仕
組
み
」
の
構
築
を
求
め
る
意
見

書
（
案
）
を
全
員
一
致
で
可
決
し
、

国
及
び
関
係
省
庁
に
提
出
し
ま
し

た
。

平成25年
４月１日から

　

平
成
24
年
10
月
24
日
開
催
さ
れ
、

全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
承
認
・

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

●
専
決
処
分
の
報
告

・
損
害
賠
償
額
の
決
定

　

走
行
車
が
、
側
溝
蓋
の
破
損
に

よ
り
生
じ
た
損
害
事
故
の
賠
償

の
額
の
決
定
に
つ
い
て
、
専
決

処
分
し
た
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

●
財
産
の
取
得

　

取
得
す
る
財
産

…
六
戸
町
町
民
バ
ス　

1
台

　

契
約
の
金
額
…
9
百
万
9
千
円

（
消
費
税
含
む
）

　

契
約
の
相
手
方

　
　

…
青
森
三
菱
ふ
そ
う
自
動
車

　
　

販
売
㈱
十
和
田
営
業
所

　

平
成
24
年
11
月
26
日
開
催
さ
れ
、

全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
承
認
・

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

●
専
決
処
分
の
報
告

・
一
般
会
計
補
正
予
算

　

衆
議
院
選
挙
に
伴
い
総
務
費
に

7
9
6
万
円
を
追
加
し
ま
し
た
。

●
条
例
の
一
部
改
正

・
県
人
事
委
員
会
勧
告
な
ど
に
基

づ
き
、
職
員
と
特
別
職
、
教
育

長
、
議
員
の
期
末
手
当
を
減
額

す
る
各
条
例
の
一
部
を
改
正
し

ま
し
た
。

？？
　　　現物給付とは、医療
機関で、お金ではなく医療
サービス（現物）が給付さ
れること。

第
５
回
臨
時
会

第
７
回
臨
時
会
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会計名 補正前 補正額 補正後 補正の主な内容

一 般 会 計

歳　

入
48億4510万円 5306万円 48億9817万円

町税 3800万円

普通交付税 91万円

歳　
　
　
　
　

出

48億4510万円 5306万円 48億9817万円 

地域産業振興基金積立 350万円

介護保険事業特別会計繰出金 167万円

保育所運営費 1193万円

子ども医療費給付　 150万円

子ども手当 404万円

ひとり親家族等医療費給付 140万円

乳幼児医療費給付 250万円

合併処理浄化槽に対する補助金 1496万円

にんにくウィルスフリー種子購入
助成事業補助金 105万円

町黒毛和種雌子牛保留事業補助金 100万円

プレミアム商品券助成事業補助金 350万円

除雪、融雪剤散布業務委託料 1348万円

下水道事業特別会計繰出金 ▲1371万円

国 民 健 康 保 険
事 業 特 別 会 計 12億9840万円 1773万円 13億1613万円

退職被保険者等療養給付費 1143万円

一般被保険者高額療養費 258万円

退職被保険者高額療養費 313万円

下 水 道 事 業
特 別 会 計 3億5328万円 ▲133万円 3億5194万円

馬淵川流域下水道事業追加負担金ほか 27万円

下水道法事業認可変更業務委託ほか ▲160万円

介 護 保 険
事 業 特 別 会 計 12億 675万円 167万円 12億 842万円

人件費精査により 150万円

介護保険システム改修業務ほか 81万円

介護予防事業対象者把握事業業務ほか ▲72万円

後 期 高 齢 者
医 療 特 別 会 計 1億442万円 12万円 1億454万円 一般管理費（共済費） 12万円

一般会計一般会計53065306万円万円を追加し、を追加し、
総額総額4848億億98179817万円万円となりました。となりました。

◆　

主
な
質
疑

　
山
本
実
議
員

問　

国
保
事
業
の
現
在
の
状
況
は

税
務
課
長

答　

23
年
度
末
の
段
階
で
基
金
が

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
24
年
度
当

初
で
は
、
一
般
会
計
か
ら
財
政
補

て
ん
繰
入
金（
赤
字
の
補
て
ん
分
）

６
０
２
７
万
９
千
円
で
、
運
営
し

て
い
る
状
況
で
す
。

山
本
実
議
員

問　

国
保
保
険
料
を
上
げ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
、
町
長
の

考
え
は

町
長

答　

国
保
審
議
会
の
方
に
諮
問
し

て
い
ま
す
が
、
国
保
税
を
上
げ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
あ
る
。

関
係
組
織
に
諮
問
し
て
検
討
い
た

だ
い
て
、
そ
の
方
向
性
を
定
め
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
を
ご

理
解
い
た
だ
き
た
い
。

国
保
会
計

　【平成24年度 一般会計・特別会計補正予算】
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下
し も

田
だ

　 敏
と し

美
み

議員

5名の議員が町政を問う5名の議員が町政を問う

■問　

日
本
相
撲
協
会
の
歴
史
の

中
で
、
六
戸
町
出
身
行
司
が
最

高
位
の
立
行
司
に
な
っ
た
の
は

初
め
て
で
あ
る
。

　

町
章
の
入
っ
た
装

し
ょ
う

束ぞ
く

を
着
て

行
司
を
し
て
い
る
姿
は
、
町
の

全
国
発
信
の
広
告
塔
で
あ
り
、

名
誉
町
民
に
す
べ
き
と
思
う
が

町
長
の
考
え
は

答　

現
在
六
戸
町
に
は
、
名
誉

町
民
条
例
が
制
定
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
現
段
階
で
は
、
ご
理
解

を
い
た
だ
き
た
い
。

　

今
後
、
条
例
な
ど
を
整
備
す

る
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で

の
方
々
も
含
め
検
討
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

■問　

昇
進
を
機
会
に
町
の
広
告

塔
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
相
撲

部
屋
を
通
じ
て
、
六
戸
町
農
産

物
を
Ｐ
Ｒ
し
て
は
ど
う
か

答　

相
撲
部
屋
の
食
事
の
材
料

は
、
相
撲
部
屋
独
自
で
の
調
達

や
後
援
会
か
ら
の
差
し
入
れ
な

ど
で
、
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
よ

う
で
す
。
機
会
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
畠
山
氏
と
町
の
農
産
物
の

P
R
方
法
等
に
つ
い
て
、
相
談

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

■問　

除
雪
に
伴
う
苦
情
が
多
く

出
て
い
る
町
内
会
が
あ
る
と
伺

っ
て
い
る
。

　

満
足
度
ア
ッ
プ
の
た
め
、
全

町
の
除
雪
に
対
す
る
意
見
を
集

約
す
る
場
と
し
て
、
雪
対
策
懇

談
会
を
立
ち
上
げ
、
意
見
を
聞

き
対
処
し
て
は
ど
う
か

答　

12
月
と
1
月
の
区
長
会
議

で
、
除
雪
に
対
す
る
町
内
会
か

ら
の
意
見
や
要
望
を
伺
っ
て
対

応
し
て
お
り
、
理
解
を
い
た
だ

き
た
い
。

問
六
戸
町
出
身

式し
き

守も
り

伊い

之の

助す
け

（
畠
山
三
郎
氏
）
を

名
誉
町
民
に
す
べ
き
で
は

答
町
に
は
名
誉
町
民
条
例
の

制
定
が
な
い　
町
長

問 雪対策懇談会を
立ち上げてはどうか

答 区長会議の中で、
要望等を受け対応　町長

　議会の活性化を目的に、一般質問に「一問一答方式」を導入！
一問一答方式とは、一問ごとに議員が質問しそれに対する答えが
出ているので、質問と答弁の内容がわかりやすくなります。

問　

住
民
の
要
望
に
細
や
か
に

対
応
す
る
こ
と
に
よ
り
、
住
み

易
い
町
と
し
て
、
人
口
増
に
繋

が
っ
て
い
く
と
思
う
が
、
町
長

の
考
え
は

答　

除
雪
は
、
町
所
有
の
除
雪

車
と
町
内
10
業
者
所
有
の
22
台

の
重
機
で
作
業
し
て
い
る
。

　

限
ら
れ
た
除
雪
機
と
時
間
の

中
で
、
効
率
的
に
対
応
し
て
い

ま
す
。

　

今
後
も
、
町
民
の
皆
様
と
協

議
し
な
が
ら
、
冬
の
安
全
な
生

活
道
路
確
保
に
努
力
し
ま
す
が
、

町
民
の
要
望
に
細
や
か
に
対
応

す
る
こ
と
で
、
地
域
の
皆
様
が

住
み
易
い
町
の
ひ
と
つ
と
し
て

感
じ
て
い
た
だ
く
と
、
そ
れ
が

人
口
増
に
つ
な
が
る
要
因
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

一括方式

▲

小
松
ケ
丘
地
区



5 ろくのへ議会だより　No. 75

　一般質問　町政を問う

問
介
護
施
設
の
増
設
の
考
え
は

答
今
年
度
2
事
業
所
増
設　
町
長

川
か わ

村
む ら

　 重
し げ

光
み つ

議員

六戸町国民健康保険病院

■問　

病
院
運
営
の
収
益
改
善
は

町
長

答　

現
在
、
外
来
患
者
数
は
横

ば
い
、
入
院
患
者
数
は
減
少
傾

向
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
夕
暮
れ
診
療
、

社
会
保
険
加
入
者
の
特
定
健

診
・
企
業
健
診
等
の
受
入
れ
、

超
音
波
検
査
、
糖
尿
病
検
査
、

脂
質
検
査
の
定
期
的
実
施
等
健

診
強
化
の
取
り
組
み
に
よ
り
、

外
来
患
者
を
増
加
、
入
院
の
必

要
な
患
者
の
手
当
に
努
め
、
収

益
改
善
を
図
り
た
い
。

問　

将
来
の
医
師
確
保
、
病
床

利
用
率
、
収
益
率
問
題
な
ど
か

ら
、
病
院
と
し
て
存
続
す
る
に

は
厳
し
い
の
で
は

町
長

答　

町
立
病
院
は
、
地
域
の
救

急
医
療
・
＊
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア

及
び
地
域
包
括
医
療
ケ
ア
を
行

う
施
設
で
あ
り
、
そ
の
使
命
は

地
域
医
療
を
確
保
、
疾
病
予

防
・
介
護
予
防
等
を
通
じ
、
地

域
住
民
の
健
康
と
安
心
を
守
る

こ
と
に
あ
り
、
存
続
・
サ
ー
ビ

ス
維
持
の
た
め
、
責
任
と
義
務

を
第
三
者
に
委
任
す
る
こ
と
な

く
、
町
と
し
て
対
応
す
る
こ
と

が
責
務
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

問　

現
在
の
病
院
の
規
模
に
と

ら
わ
れ
ず
、
地
域
医
療
の
継
続

可
能
な
運
営
方
法
、
ま
た
、
町

の
規
模
に
応
じ
た
医
療
体
制
を

考
え
て
る
の
も
一
つ
の
方
法
と

思
う
。
規
模
を
縮
小
し
て
、
診

療
所
化
の
考
え
は

町
長

答　

救
急
・
24
時
間
体
制
で
、

対
応
で
き
る
環
境
を
提
供
す
る

と
い
う
中
か
ら
、
病
院
を
維
持

し
て
き
ま
し
た
が
、
継
続
で
き

な
く
な
れ
ば
、
診
療
所
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

問　

団
塊
世
代
の
高
齢
化
を
む

か
え
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

が
増
加
す
る
と
思
わ
れ
る
。

　

六
戸
町
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
利

用
状
況
と
の
関
わ
り
、
今
後
の

推
移
は

町
長

答　

増
加
す
る
高
齢
者
に
比
例

し
、
要
介
護
認
定
者
数
も
増
加

傾
向
に
あ
り
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

に
係
る
利
用
者
・
給
付
費
が
増

加
し
て
い
ま
す
。

問　

社
会
の
多
様
化
や
核
家
族

化
で
在
宅
介
護
が
困
難
と
な
っ

て
い
る
、
介
護
老
人
福
祉
施
設

へ
の
入
所
希
望
が
増
す
と
思
わ

れ
る
が
、
入
所
が
か
な
り
難
し

い
状
況
と
言
わ
れ
て
い
る
。
六

戸
町
に
お
い
て
、
類
似
介
護
施

設
の
増
床
、
増
設
の
考
え
は

町
長

答　

現
在
、
介
護
福
祉
施
設
、

介
護
老
人
ホ
ー
ム
が
各
1
施
設
、

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護

施
設
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）
が

4
施
設
あ
り
、
今
年
度
、
2
事

業
所
に
お
い
て
、
有
料
老
人
ホ

ー
ム
の
整
備
計
画
が
進
行
中
で

あ
り
、
55
床
が
新
規
増
床
予
定

で
す
。

 

問　

介
護
認
定
は
役
場
、
サ
ー

ビ
ス
利
用
は
事
業
所
で
決
定
し

て
い
る
が
、
一
連
の
手
続
き
の

な
か
で
、
苦
情
は
な
い
か

町
民
福
祉
課
長

答　

苦
情
と
し
て
は
、「
申
請

し
て
も
す
ぐ
に
利
用
で
き
な

い
」、「
金
額
的
に
高
い
」
な
ど

で
す
。

　

ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
の
苦
情
は

あ
り
ま
せ
ん
。

＊プライマリ・ケア…総合的医療対応

介
護
施
設

一問一答方式

問 毎年一千万円程の赤字、
収益改善は

答 外来患者を増やし、
収益改善に努める　町長

▲

六
戸
町
国
民
健
康
保
険
病
院
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町政を問う　一般質問　

■問　

七
百
中
学
校
講
堂
の
耐
震

診
断
結
果
と
今
後
の
対
策
は

町
長

答　

耐
震
診
断
は
こ
の
ま
ま
で

は
だ
め
と
い
う
こ
と
で
、
町
と

し
て
は
、
今
後
整
備
す
る
と
い

う
考
え
で
す
。

■問　

核
燃
料
税
と
い
う
補
助
金

が
あ
る
と
い
う
新
聞
記
事
が
載

っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
の
内
容
は

問　

当
町
の
福
祉
に
関
わ
る
障

害
者
の
実
数
は

町
民
福
祉
課
長

答　

平
成
23
年
度
末
現
在
、
身

体
障
害
者
は
５
０
５
人
、
知
的

障
害
者
が
88
人
、
精
神
障
害
者

が
86
人
で
、
介
護
認
定
者
数
は

５
４
３
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

高
こ う

坂
さ か

　　 茂
しげる

議員

問
新
年
度
予
算
の
方
針
は

答
国
・
県
の
動
向
を
見
な
が
ら
、

　

緊
急
度
・
重
要
度
の

高
い
も
の
を　
町
長

企
画
財
政
課
長

答　

正
確
に
は
、
青
森
県
核
燃

料
物
質
等
取
扱
税
交
付
金
と
い

い
ま
す
。
今
年
度
よ
り
２
年
間
、

原
子
力
関
連
の
周
辺
市
町
村
に

交
付
さ
れ
、
当
町
に
は
約
６
千

９
百
万
円
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

■問　

電
源
三
法
交
付
金
が
当
町

に
も
交
付
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

の
使
途
と
内
容
は

企
画
財
政
課
長

答　

名
称
は
、
電
源
立
地
地
域

対
策
交
付
金
と
い
い
ま
す
。

　

当
町
へ
の
交
付
額
は
、
約
９

問　

高
齢
化
社
会
に
入
っ
て
お

り
ま
す
。
今
後
、
予
測
さ
れ
る

介
護
認
定
者
数
の
推
移
は

町
民
福
祉
課
長

答　

現
在
、
65
歳
か
ら
69
歳
の

人
数
は
6
8
8
人
、
団
塊
の

世
代
と
い
わ
れ
る
60
歳
か
ら
65

歳
ま
で
が
1
0
2
4
人
で
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
15
年
か
ら

20
年
後
に
そ
の
ピ
ー
ク
が
来
る

の
で
、
そ
の
対
策
を
と
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

問　

障
害
を
持
つ
も
の
、
あ
る

い
は
高
齢
に
お
け
る
生
活
弱
者

で
も
、
生
き
て
い
る
限
り
社
会

の
一
員
と
し
て
、
自
己
の
存
在

感
と
生
き
が
い
が
必
要
で
は

町
長

答　

い
か
な
る
場
合
に
お
い
て

も
、
生
き
が
い
と
憩
い
の
場
は

重
要
な
も
の
と
捉
え
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
何
が
可
能
か
、
地
域

の
方
々
と
協
働
し
、
研
究
し
な

が
ら
環
境
を
作
っ
て
い
き
た
い
。

千
５
百
万
円
で
、
従
来
の
ひ
も

付
き
財
源
か
ら
幅
広
く
使
え
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

■問　

国
会
で
の
特
例
公
債
法
案

が
な
か
な
か
決
ま
ら
ず
、
地
方

自
治
体
で
、
交
付
金
が
入
ら
ず

銀
行
か
ら
借
り
入
れ
し
て
、
対

応
し
て
い
る
と
の
報
道
が
さ
れ

ま
し
た
が
、
当
町
へ
の
影
響
は

企
画
財
政
課
長

答　

地
方
交
付
税
が
毎
年
11
月

の
初
旬
に
交
付
さ
れ
て
い
る
訳

で
す
が
、
こ
の
影
響
で
、
当
町

も
銀
行
か
ら
一
時
借
り
入
れ
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
の
利
息
は
約

２
万
１
千
円
ほ
ど
で
す
。

■問　

一
般
会
計
の
公
債
費
（
町

の
借
金
）
で
す
が
、
決
算
で
は

12
％
の
比
率
で
償
還
し
て
お
り

問
題
は
な
い
わ
け
で
す
が
、
当

町
の
債
務
つ
ま
り
借
金
の
額
は

企
画
財
政
課
長

答　

一
般
は
、
平
成
20
年
度
末

で
は
約
60
億
５
千
６
百
万
円
で

あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
今
年

度
末
の
見
込
み
で
は
約
53
億
３

千
万
円
ま
で
圧
縮
し
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
度
一
般
会
計
予
算
編
成

問 福祉に関する当町の取り組みは

答 福祉サービスを
享受できる環境を作る　町長

一問一答方式

▲

湯
遊
ク
ラ
ブ
の
様
子
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　一般質問　町政を問う

問
投
資
的
事
業
の
施
策
や

新
規
事
業
の
構
想
は
あ
る
か

答

 「
定
住
拠
点
・
六
戸
」
の

ま
ち
づ
く
り
を
着
実
に
進
め
る　
町
長

問 主要施策における
目標指標の把握は

答 実績や数値傾向等は
各担当課で把握　町長

第4次総合振興計画“みんなの六戸2020 プラン”

■問　

第
４
次
総
合
振
興
計
画
は
、

平
成
23
年
度
か
ら
平
成
27
年
度

ま
で
の
５
年
間
を
前
期
基
本
計

画
と
し
て
２
年
目
に
入
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
主
要
施
策
に

お
け
る
目
標
指
標
の
平
成
23
年

度
の
数
値
傾
向
は
ど
の
よ
う
に

把
握
し
て
い
る
か

答　

目
標
6
分
野
に
わ
た
り
述

べ
31
項
目
に
目
標
指
標
を
載
せ

て
い
ま
す
。
計
画
1
年
目
が
経

過
し
た
が
、
そ
の
実
績
や
数
値

傾
向
等
は
、
各
担
当
課
で
把
握

す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
一
部
の
項
目
は
、
決
算

報
告
書
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

■問　

毎
年
度
目
標
指
数
の
実
績

値
を
一
覧
表
と
し
て
公
表
す
べ

き
で
は
な
い
か

答　

担
当
課
が
、
実
績
値
を
チ

ェ
ッ
ク
し
、
次
の
予
算
の
執
行

に
繋
げ
て
い
く
こ
と
を
今
後
も

続
け
て
い
き
ま
す
が
、
町
民
の

満
足
度
に
関
す
る
目
標
指
標
に

つ
い
て
は
、
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
に
よ
り
得
た
数
値
で
あ
る

の
で
、
前
期
の
5
年
終
了
時
点

で
、
必
要
が
あ
れ
ば
調
査
を
実

施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

実
績
値
を
わ
か
り
や
す
い
形

で
、
積
極
的
に
公
表
す
る
こ
と

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

杉
す ぎ

山
や ま

　 茂
し げ

夫
お

議員

平
成
25
年
度
予
算
編
成
方
針

■問　

六
戸
町
の
人
口
は
、
定
住

対
策
新
築
住
宅
建
設
補
助
や
、

若
者
定
住
支
援
事
業
な
ど
の
施

策
も
あ
り
増
加
し
て
い
る
。

　

平
成
25
年
度
の
予
算
編
成
は
、

こ
れ
ま
で
の
定
住
支
援
や
新
た

な
雇
用
対
策
、
あ
る
い
は
産
業

振
興
や
環
境
整
備
な
ど
、
投
資

的
事
業
の
施
策
や
新
規
事
業
は

あ
る
か
。

答　

介
護
・
医
療
を
は
じ
め
と

し
た
社
会
保
障
関
係
の
財
政
需

要
の
増
加
は
、
避
け
ら
れ
な
い

状
況
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
見
通
し

た
う
え
で
、
財
政
の
対
応
力
を

維
持
す
る
た
め
、
さ
ら
な
る
経

費
節
減
と
効
率
化
を
図
り
な
が

ら
、
起
債
の
繰
上
償
還
を
積
極

的
に
行
い
、
公
債
費
負
担
の
軽

減
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
主
な
財
政
指
標

は
県
内
市
町
村
の
な
か
で
、
あ

る
程
度
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
、
健

全
性
を
維
持
し
て
い
ま
す
の
で
、

こ
の
状
況
を
維
持
し
な
が
ら
、

総
合
振
興
計
画
に
則
し
「
定
住

拠
点
・
六
戸
」
の
ま
ち
づ
く
り

を
着
実
に
進
め
る
た
め
に
、
定

住
促
進
新
築
住
宅
補
助
制
度
を

は
じ
め
と
し
た
町
独
自
の
定
住

促
進
策
を
継
続
す
る
考
え
で
す
。

　

新
事
業
に
つ
い
て
は
、
今
後

数
年
の
う
ち
に
、
七
百
中
学
校

講
堂
の
建
て
替
え
等
を
想
定
し

て
い
ま
す
が
、
国
・
県
の
動
向

を
見
な
が
ら
検
討
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

一括方式

▲

七
百
中
学
校
講
堂

指　標　名 単位 平成21年度
（実績）

平成27年度
（目標）

新耐震基準に適合した町営住宅の割合 ％ 38.0 90.0

バリアフリー型公営住宅数 戸 33 66

新たに定住した40歳未満の若者夫婦世帯数 世帯 0 20

町営住宅の整備状況に関する町民の満足度 ％ 13.6 20.0

目標指数（ベンチマーク）

注）町民の満足度は、町民アンケート調査で「満足」と「どちらかといえば満足」と
　　回答した町民の割合。
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町政を問う　一般質問　

　

12
月
議
会
の
傍
聴
者
は
、
延
べ
20
名
で

し
た
。

　

議
会
は
町
政
を
知
る
良
い
機
会
で
す
。

ご
覧
に
な
り
議
会
に
対
す
る
感
想
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

　

次
回
の
3
月
定
例
会
の
日
程
及
び
一
般

質
問
の
内
容
を
、
町
内
の
12
か
所
に
掲
示

し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

・
役
場
正
面
玄
関

・
六
戸
町
商
工
会

・
六
戸
郵
便
局

・
七
百
簡
易
郵
便
局

・
六
戸
町
国
民
健
康
保
険
病
院

・
青
い
森
信
用
金
庫
六
戸
支
店

・
お
い
ら
せ
農
協
六
戸
支
店

・
お
い
ら
せ
農
協
七
百
出
張
所

・
た
か
ら
湯

・
六
戸
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー

・
六
戸
モ
リ
ラ
ン
ド

・
六
戸
温
泉

　

詳
し
く
は
議
会
事
務
局
ま
で

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
０
１
７
６
―
55
―
４
５
４
７
（
直
通
） 

■問　

土
地
改
良
区
に
は
、
農
道
、

用
排
水
路
用
地
が
町
の
用
地
と

な
っ
て
い
る
場
所
が
多
く
、
近

年
土
地
改
良
区
管
理
に
隣
接
し

て
い
る
住
宅
地
等
の
開
発
が
進

み
、
用
排
水
路
と
民
地
と
の
境

界
は
、
は
っ
き
り
し
な
い
所
も

多
く
み
ら
れ
る
。

　

衛
星
か
ら
の
、
＊
Ｇ
Ｐ
Ｓ
測

量
と
地
籍
調
査
の
図
面
と
の
ズ

レ
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
と
き
、
町
と
し

て
ど
の
よ
う
に
す
る
考
え
か

答　

現
在
、
法
務
局
に
備
え
付

け
ら
れ
て
い
る
地
図
は
、
国
土

調
査
等
の
成
果
を
も
と
に
作
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
町
に
お
け
る
国
土
調
査
の

経
緯
は
、
県
内
で
は
最
初
と
な

る
昭
和
33
年
度
に
着
手
し
、
昭

和
42
年
度
に
町
内
全
域
を
完
了

し
て
い
ま
す
。

　

当
時
の
測
量
手
法
は
、
平
板

測
量
が
一
般
的
で
し
た
が
、
そ

の
後
、
ト
ー
タ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
（
光
波
測
距
儀
）
と
ト
ラ
ン

シ
ッ
ト
で
測
量
し
、
現
在
は

G
P
S
測
量
が
一
般
的
に
な
っ

て
お
り
、
測
量
の
精
度
も
上
が

っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

測
量
調
査
終
了
か
ら
既
に
40

年
以
上
経
過
し
て
お
り
、
現
在

ま
で
の
土
地
の
利
用
状
況
や
当

時
の
測
量
機
器
の
精
度
な
ど
を

考
慮
す
れ
ば
、
地
図
と
現
況
に

相
違
が
出
て
く
る
こ
と
は
少
な

か
ら
ず
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
地
図
と
現
況
の
相
違

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
重
な

り
あ
っ
て
起
こ
る
と
思
い
ま
す

が
、
明
ら
か
に
そ
の
要
因
が
町

側
に
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
時
は
、

そ
の
都
度
、
訂
正
等
を
、
法
務

局
に
対
し
て
申
し
出
し
て
い
ま

す
。

　

土
地
改
良
区
等
で
管
理
し
て

い
る
用
排
水
路
に
つ
い
て
は
、

法
定
外
公
共
物
と
し
て
町
が
所

有
し
て
い
る
部
分
が
多
く
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
場
所
に
、
土
地

改
良
区
が
工
事
等
を
必
要
と
す

る
場
合
に
お
い
て
、
所
有
者
で

あ
る
町
と
の
協
議
の
う
え
決
定

す
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

■問　

改
良
区
で
用
排
水
路
の
工

事
を
す
る
場
合
、
図
面
と
の
ズ

レ
が
あ
る
時
、
測
量
を
実
施
す

る
も
の
か

答　

工
事
施
工
個
所
等
の
測
量

を
実
施
し
た
結
果
、
地
図
と
現

況
が
相
違
し
て
い
る
と
き
は
、

関
係
者
と
の
話
し
合
い
も
当
然

必
要
に
な
る
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

一括方式

問
測
量
衛
星
と

図
面
の
ズ
レ
の
対
応
は

答
そ
の
都
度
訂
正
等
を
、

法
務
局
に
対
し
て
申
し
出　
町
長

議会を
傍聴して
みませんか

久
きゅう

田
でん

　伸
しん

一
いち

議員

＊GPS測量
【グローバル・ポジショニング・システム（Global Positioning System）】
GPSを用いて、位置、高さを求める測量。基準点、測点の
２ヶ所にGPS観測機を設置、GPS衛星から発信される電波
を受信して測定する。
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◆
組
合
議
会
報
告
◆

一
部
事
務
組
合
議
会
議
員
に
よ
る

平
成
23
年
度
決
算
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　

六
戸
町
か
ら
支
払
わ
れ
て
い
る

金
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
上
北
地
方
教
育
・
福
祉
事
務
組
合

・・
議
会
費
・
総
務
費
分
担
金

1
，2
8
9
千
円

・・
福
祉
施
設
分
担
金

5
，7
1
0
千
円

・・
障
害
者
認
定
分
担
金

4
4
7
千
円

・・
介
護
認
定
審
査
会
分
担
金

6
，0
9
6
千
円

・・
青
年
の
家
分
担
金

４
，2
8
4
千
円

議
会
議
員　

高
坂　
　

茂

◇
十
和
田
地
区
環
境
整
備
事
務
組
合

・・
議
会
費
・
総
務
費
分
賦
金

2
，3
0
0
千
円

・・
三
沢
地
区
衛
生
セ
ン
タ
ー
費

　

分
賦
金

1
7
，3
3
2
千
円

議
会
議
員　

山
本　
　

実

◇
十
和
田
地
域
広
域
事
務
組
合

・・
一
般
会
計
負
担
金

7
，6
7
8
千
円

・・
火
葬
特
別
会
計
負
担
金

1
0
，6
8
1
千
円

・・
清
掃
特
別
会
計
負
担
金

特
別
会
計
負
担
金

5
5
，3
5
1
千
円

・・
消
防
特
別
会
計
負
担
金

消
防
特
別
会
計
負
担
金

2
0
8
，1
7
2
千
円

・・
学
校
給
食
特
別
会
計
負
担
金

学
校
給
食
特
別
会
計
負
担
金

3
3
，7
0
5
千
円

　

議
会
議
員　

河
野　
　

豊

川
村　

重
光

　

下
田　

敏
美

　

杉
山　

茂
夫

～未来をつなぐみち～「上北道路」を視察してきました
　平成24年12月７日、平成25年３月の開通を目指して工事が進められて
いる「上北道路」（六戸町犬落瀬―東北町大浦７.７キロ）を、国土交通省
青森河川国道事務所担当者から概要説明を受けながら、視察しました。
　「上北道路」、「上北天間林道路」及び「天間林道路」は、すでに供用
中の第二みちのく有料道路や百石道路へのアクセス強化を促し、一般
国道４号や 45号の交通混雑緩和や交通事故の減少、沿道環境の改善を
図り、県都青森市と八戸市をはじめ、地域間の連携強化を担う総延長
23.74㎞の自動車専用道路です。
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東
日
本
大
震
災
か
ら
、
二
回
目

の
正
月
を
迎
え
ま
し
た
。

　

被
災
者
の
声
か
ら
は
復
興
の
ス

ピ
ー
ド
が
遅
い
な
ど
、
国
の
指
導

力
不
足
に
関
す
る
批
判
の
声
が
多

く
聞
こ
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

安
倍
新
政
権
に
な
り
、
視
点
を

変
え
、
地
に
足
を
着
け
た
真
に
被

災
者
の
た
め
の
復
興
が
押
し
進
め

ら
れ
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

さ
て
、
電
力
は
原
子
力
発
電
所

が
停
止
中
の
た
め
化
石
燃
料
に
依

存
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
進
化
に
期
待

が
も
た
れ
て
い
ま
す
。
現
に
多
種

多
様
な
発
電
が
研
究
さ
れ
、
そ
の

実
用
化
も
後
少
し
の
と
こ
ろ
に
あ

り
ま
す
。

　

一
方
国
で
は
、
自
治
体
を
上
げ

て
ご
み
の
分
別
収
集
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
が
、
こ
れ
こ
そ
究
極
の

エ
コ
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
世
界
中
で
こ
れ
だ
け
徹

底
で
き
て
い
る
国
は
珍
し
い
よ
う

で
す
。
も
う
一
つ
忘
れ
ら
れ
か
け

て
い
る
節
約
も
、
今
一
度
、
生
活

の
中
心
に
据
え
二
酸
化
炭
素
排
出

削
減
に
皆
で
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

　

議
会
広
報
も
75
号
を
数
え
る
ま

で
に
な
り
ま
し
た
。
見
や
す
く
、

親
し
み
や
す
い
広
報
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

議
会
広
報
委
員
長　

河
野　

豊

　議会広報委員会では、町民の皆様のまちづくり
に対するご意見、ご要望の投稿を募集しています。
どしどしお寄せください。お待ちしております。

こんなこんな
まちづくりにまちづくりに

　　　　
しますします

砂渡　勝彦さん（高舘）
　普段から傍聴してみたいと思いながら、なか
なかチャンスがなく、今回初めて傍聴させてい
ただきました。
　一般質問では、今回２つの変更点がありまし
た。一括方式と一問一答方式の 2通りが選択で
きるようになった事と、質問席が町長の前に変
更されたことです。
　私は初傍聴でしたので、特に違和感はありま
せんでしたが、一問一答方式は質問事項が複数
ある場合にわかりやすく良かったと思います。
質問席の位置も傍聴席から質問者がよく見える
ため、開かれた議会という雰囲気を感じること
ができました。
　今回、議会を拝聴してみて、六戸町の動きを
少しですが、知ることができました。しかし、
もっと多くの町民に聴いてもらいたいと思った
のも事実です。
　最近、隣の十和田市では、休日に議会を開催
しています。平日の傍聴が難しい市民にとって、
市政に参加しやすい環境を作っているように感
じ、好感が持てます。
　六戸町でも、平日の夜や休日に開催したり、
インターネット配信することで、もっと町政に
関心をもってもらえるのではないでしょうか。

期 待

　　　教育委員は、「人格高潔で、教育、学術、
　 文化に関して識見を有する者」の中から、
町長が選任し、議会の同意を得て、任命しま
す。
　　教育委員会は、学校教育・生涯教育・社会
教育、文化・スポーツなどの行政を担当する
執行機関です。５人の委員で構成され、任期
は４年です。

　　　　人権擁護委員は、「人格見識が高く、広
　　く社会の実情に通じ、人権擁護について
深い理解のある人」を町長が選任し、議会の
同意を得て、法務局に推薦し、法務大臣が委
嘱する民間のボランティアです。
　　六戸町の人権擁護委員は５名で、任期は３
年です。

■人権擁護委員　田澤孝三郎氏の任期満了に伴い、
同氏を推薦することに同意しました。

田
た

澤
ざわ

孝
こう

三
ざぶ

郎
ろう
氏

　　　 （昭和16年生）
六戸町大字犬落瀬字

権現沢81番地８

■六戸町教育委員会委員　長根富栄氏の任期満
了に伴い、同氏を再任することに同意しました。

長
なが

根
ね

　富
とみ

栄
えい
氏

　　　 （昭和24年生）
六戸町大字犬落瀬字

岡沼173番地


